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講演２ 

オンラインで世界に開く日本の文化財 

大学コレクションと 

オープンエデュケーション 

本間 友 

（慶應義塾ミュージアム・コモンズ専任講師／ 

慶應義塾大学アート・センター所員） 

  

慶應義塾ミュージアム・コモンズの本間

と申します。私は、三田にあります、慶應義

塾大学アート・センターという芸術系の研

究所の所員も同時に務めております。

先ほど松田先生から、KeMCoについては本間

から詳しくというようにお話を振っていた

だいたのですが、その話をすると、きょうの

趣旨から大幅に離れて KeMCo の紹介をしに

来た人のようになってします。KeMCoについ

ては、ポスターを持ってまいりましたので、

そちらで詳しくご説明することにいたしま

す。本日は、オープンエデュケーションにつ

いての会にお呼びいただいたので、大学の

コレクション、ミュージアムというだけで

はなく、アーカイブ的な側面からも大学の

コレクションとオープンエデュケーション

との関係を、これからどのように考えてい

くのが良いのだろうかというところを、少

し考えてみたいと思います。 

 大学のコレクションの場合、通常のミュ

ージアムと何が違うのでしょうか。普通の、

国立西洋美術館などの美術館と何が違うの

かということですが、いろいろ違うところ

があるのです。一番、大きい点は、収集方針

があるかどうかというところだと思います。

普通のミュージアム、通常のミュージアム

というのは、もちろん一概には言えないの

ですが、通常、特定の領域や主題、あるいは

特定の趣味に基づいてコレクションが形成

されています。それがどんどん制度的に整

っていくうちに、コレクションポリシーと

いうものが美術館に作られていき、それ以

降は、きちんとそのコレクションポリシー

に従ったものが入ってくるというようにな

っています。 

 

 大学の場合は、ほぼその収集方針がない

か、あっても基本的には機能しないという

状態です。良く言うと、とても自立的なコレ

クションが形成されているというのが、大

学のコレクションの特徴であると言うこと
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ができます。もちろん、ある例もあります。

これは少し字が小さくて見えにくいのです

が、シドニーユニバーシティミュージアム

コレクションガイドラインです。大学によ

ってはコレクションポリシーを作っている

ところもあるのですが、大学に入ってくる、

いわゆる文化財やアーカイブの資料という

のは、基本的には先生がたが、自分たちの教

育研究に活用するために使うという気持ち

が、非常に強い中で集めてくるものなので

す。コレクションポリシーを仮に決めたと

しても、そのコレクションポリシーの外に

先生の関心がいってしまえば、それと違う

ものがどんどん入ってくるということで、

あまり機能しなのです。つまり、通常のミュ

ージアムに比べて、活用するために集めら

れた物たち、特定の活動や、大学における研

究、教育などと非常に強く結び付いた物た

ちであるというのが、大学のコレクション

の特徴だと言うことができると思います。 

 ですので、それを展示などで外部に対し

て見せようとするときに、非常に乱暴な言

い方をすれば、普通の美術館ならコレクシ

ョンポリシーがあるので、収蔵品をぽんぽ

んと並べただけでも多少ストーリーが想像

できるというか、なんでこの子たちはこう

いうふうに並んでいるのかなと何となく物

語が想像できるのですが、大学の場合は物

だけ並べても、なかなかこの物たちの相互

の関連がどうなのかというのが、見えてこ

ない。その後ろにあるストーリーが見えて

こないのです。実際、皆さんもいろいろな大

学の大学ミュージアムに行かれると、少し

展示がごちゃついているように感じたり、

なんだかテーマがよく分からない、あるい

は、ありものをただ並べているだけのよう

な気がすると思われたことが、密かにある

と思うのですが、それはこのようなわけで

す。まとめると、研究や教育の活動と一緒に、

物や文化財を見せていかないと、かなり分

かりにくいというのが、大学のコレクショ

ンの特徴なのです。 

  

そこで、われわれ、大学のコレクションに

関わっている者としては、大学のコレクシ

ョンを外により良く伝えていくためには、

その大学で展開している教育研究活動と文
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化財、ここではオブジェクトと仮に呼びま

すが、オブジェクトをパッケージにして提

示していかなければならないのです。オブ

ジェクトだけ単独で展示室に切り出すので

はなく、オブジェクトに関係する教育研究

活動と何とか合わせて、表現していきたい

というのがあります。それでは、それをどの

ようにやるのかというところで、きょうの

お話とつながって来ると思います。 

 

 一つはやはり MOOC であり、もう一つはデ

ジタルアーカイブです。MOOCのほうは、2018

年にアート・センターで開発を一緒にやら

せていただいた、日本の舞踏家の土方巽の

コースを題材にお話をしたいと思います。

後半のデジタルアーカイブについては、ま

だ始まってはいないのですが、新しい大学

ミュージアムである KeMCo での試みという

ことで、お話をしたいと思います。 

 アート・センターで 2018 年の 9 月に

FutureLearnチームと一緒に、一つコースを

開発させていただきました。ちょうど白く

なっていて見えない左側の辺りです。斯道

文庫の上品な並びの中に、急に怖い絵が出

てきましたが、これは慶應義塾大学アート・

センターに土方巽という舞踏、日本で始ま

った前衛ダンスの創始者の資料一式が入っ

ているのです。その資料と、その資料を巡る

活動を、それこそ MOOC としてパッケージ化

して開発したコースです。こちらは先ほど

松田先生が、日本にある文化財を対象とし

たコースを、今、作ってらっしゃるっていう

コースです。先ほど MOOCの各大学の一番最

初のスタートというのは、ローカルなもの

を扱うというようなお話もありましたが、

舞踏の場合は、日本で生まれたダンスとい

うことで、非常にローカルでありながら、今

現在、日本ではさほど知られておりません。

この中で舞踏公演、見に行かれたことがあ

る方、いらっしゃいますか。このように、あ

まりいらっしゃらないのです。マイナーで

ありながらも、国際的にはすごく価値を認

められているという、非常に面白い立ち位

置にある資料です。 

  

そういう舞踏を扱っている研究アーカイ

ブが、アート・センターの中にあるのですが、

このオンラインコースでは、アート・センタ

ーにある土方巽の資料と、その活動を担っ

ている人々を総動員してコースを開発しま

66



慶應義塾大学 DMC 紀要 7(1),2020 
 

 

した。少しスライドが見にくいのですが、大

学の教員だけではなくて、土方巽の資料帯

を研究しに来た研究者の人や、それを使っ

て、例えば博士論文を書いた学生など、そう

いった方にもご出演をしていただいていま

す。 

 

この土方巽アーカイブにある資料と、そ

の資料の周辺にある活動を全部、動画やビ

デオで記録して、それをオンラインに載せ

たというようなものになっています。 

 

 このコースで非常に面白かったのは、今、

舞踏というものが国際的なダンス研究の中

で重要な位置を占めているのはなぜかとい

うと、さまざまな大学においてパフォーミ

ングアーツや、ダンスのレクチャーが行わ

れると、その一角に少し舞踏が入っている

のです。でもそのように一角に入っている

舞踏を教える先生は、必ずしも舞踏の専門

家ではない。けれども、教えなくてはいけな

い。しかし資料は日本の慶應義塾大学にし

かないという状態で、彼らはどのように舞

踏を授業の中で教えていけるのかという課

題を抱えていたところだったのですが、こ

のオンラインコースを自分の授業の中で使

えるようになり、サポートしてもらえるよ

うになったというのが非常に面白いところ

でした。 

 プラスですが、これはアーカイブの領域

からも非常に反響がありまして、アーカイ

ブの資料、普通の美術作品と違って、例えば

ノートであったり、写真であったり、メモ帳

であったりするので、なかなか展示に出し

にくかったり、一般の方に知ってもらえな

かったりしたものが、こういう教育コンテ

ンツの中に入っていくことによって、アー

カイブの活動の意味や、あるいはアーカイ

ブでどのようなことが行われているのかと

いうことを知ってもらえる、すごくいい教

材になりました。言ってみれば、オンライン

上でアーカイブのコミュニティーや、アー

カイブの活動が表現され、さまざまなコー

スが開発されたことによって、面白さが出

てきたところであります。 
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次にデジタルアーカイブにおける展開な

のですが、こちらは先ほど申し上げた新し

く慶應義塾が準備している美術館において、

慶應義塾の持っている、多様なコレクショ

ンをオンラインに出していくような、デジ

タルプラットフォームができないかという

ことを話しています。 

 

このデジタルプラットフォーム、デジタ

ルアーカイブ、いわゆる文化財のデジタル・

オブジェクトをオンラインに載せていくに

あたり、物を展示していく、出していくだけ

ではなくて、その活動やプロブナンスも取

り込んだような形で情報を出していけない

かと考えております。続きは、パネルディス

カッションのときにお話しできればと思っ

ています。 

 大学のコレクションの重要な点としては、

やはり特定の研究領域と結び付いていて、

その研究領域というのは、大学の外にも広

がっています。それは国内国外を問わず、大

学の外にも広がっているので、そのコレク

ションを使いたいという人は、必ずしもそ

の大学の中にいるわけではありません。そ

れこそ FutureLearn のコースにたくさんの

受講生がいるように、その大学の外の研究

者、外の研究コミュニティーが、このコレク

ションを使うことを必要としているのです。

そういう意味で、なるべくデータをオープ

ンにしていき、外のコミュニティーにも使

ってもらえるように、あるいはわれわれも

外のコミュニティーのコレクションデータ

を使えるようにしていかなくてはならない

と、なるべくオープンなデジタルプラット

フォームを作ろうと議論を進めています。 

  

最後に、オープンエデュケーションを、そ

のコレクションを使いながら、どのように

進めるかということなのですが、われわれ

は、今、デジタルアーカイブを準備している

のですが、それではまだ十分ではないだろ

うと考えています。そのデジタル・オブジェ

クトをオンラインに載せましたが、こうい

う活動に連携しているオブジェクトですと
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いっただけでは、おそらくうまく人は動か

ないと思います。もう少し何か仕掛けが必

要なのではないかと思っています。われわ

れが考えているのは、文化財と人々の距離

というのがまだ少し遠いのではないかとい

うことです。人々、あるいは学生さんも含め

た一般の方に、文化財と自分との関係とい

うものを、もう一度、捉え直してもらえるよ

うなプログラムを、デジタル的に、あるいは

リアルプロジェクトとしてやっていかなく

てはいけないと思っています。それは、

Object-Based Learning という教育プログ

ラムと、I/Oルームという新しいミュージア

ムの中の施設で展開しようと思っておりま

す。 

 

 

Object-Based Learningというのは、美術

史で行われている基本的な作品を記述する

というものです。目の前にある作品がどう

いうものであるかというのを言語化して記

述する、学びとコミュニケーションを連結

したプログラムとざっくり言うことができ

ます。簡単に言うと、これはイギリスの、セ

ントラルセントマーチンズという美術学校

で使われているシートなのですが、このよ

うないくつかのクエスチョンを用意して、

そのクエスチョンを元に目の前に置かれた

一つのオブジェクトに対して、例えばこの

彫刻はどういう色をしていますか、この彫

刻はどういう人が作ったと思いますか、と

いういくつかのキーとなるクエスチョンを

学生が記述します。そのディスクリプショ

ンを、クラスメートと交換し合って、そのオ

ブジェクトを通して自分たちが物をどう見

ているのか、自分たちの物の見方の背景に

どういう文化的バックグラウンドがあるの

か、なぜ自分はこの一つのオブジェクトに
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対して A と考えて、あなたは B と考えてい

るのかということを、オブジェクトを議論

の中心に置いて考えるのです。つまり、ミュ

ージアムにおけるアクティブラーニングプ

ログラムといえるものです。 

 この Object-Based Learning によって分

かってくるのは、自分が何を見ているの

か、あるいは自分が何を見ていて、既に何

を知っているのかということで、自分のバ

ックグラウンドが、目の前の文化財と結び

付くことによって、より自覚的に明らかに

なっていくわけです。

 

すると、ただ何となく漠然と物を見てい

ることよりも、ぐんと目の前の文化財が自

分事になって、自分のこととして捉える経

験というものができるようになります。こ

ういったことを進めていくことによって、

まずその文化財と人々の距離を縮めていき

たいと思っています。 

 

 あともう一つ、われわれは、今、オブジェ

クトと言っているのですが、ほとんどの学

生にとって、実は一番、身近な文化財という

のは、デジタル・オブジェクトやデジタルイ

メージで現れてしまっているのではないか

と思っています。モナリザは海外にあるの

で当たり前なのですが、本物を見る前に必

ずみんな画像で見ています。初めてモナリ

ザの本物を見る人はめったにいません。 

 

 

つまり、われわれにとって身近なのは、現

実にある文化財をみることよりも、デジタ

ル的に複製されたデジタル・オブジェクト

70



慶應義塾大学 DMC 紀要 7(1),2020 
 

 

に触れる機会のほうが、むしろ多いのでは

ないかということです。そのデジタル・オブ

ジェクトと無縁でいられない時代に、文化

財との接し方を考えるためには、デジタル・

オブジェクトというのがどのようにデジタ

ル化されて、またそれが印刷されたり、昨今

は 3D プリンターのようなものがあります

から、もう一度何か面白い方法で 3 次元化

されたりするわけです。そういったデジタ

ルとフィジカルを行ったり来たりする、イ

ンプットとアウトプットの部分が、どうい

う仕組みになっているのか。自分が目の前

の文化財をデジタル化したときに、何が欠

落して、何が付与されてしまうのかという

ことを、今一度、その境目を見つめ直す作業

が必要なのではないかと考えています。 

 

新しいミュージアムのほうには、デジタ

ルパブリケーションラボのような、文化財

の撮影やデジタル化を行える工房があり、

さらに、そのデジタル化したデータを使っ

て 3D プリンターやレーザーカッターなど

を使って、加工していくことができる場所

も設けました。しかもそれを実際に文化財

が展示収蔵されている現場と限りなく近い

ところに置くことによって、言ってみれば

デジタル化されたオブジェクトと実際のリ

アルな文化財がサイド・バイ・サイドで並ん

でいるような環境を、試しにつくってみた

いと思っています。そこで実際に作業する

ことによって、学生さんやあるいはそうい

った作業に関わる人たちの、スマートフォ

ンの中にある文化財に対する距離感などが、

どう変わっていくのかということを見てい

きたいと考えております。 

 

少々駆け足で話し過ぎましたので、あら

ゆるところが未消化に終わっていると思う
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のですが、補足はディスカッションのとこ

ろで巻き返したいと思います。 
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	03_常任理事あいさつ_青山_2020-03-18
	04_所長あいさつ_重野_2020-03-18_重野校正0426
	05_講演1_佐々木_2020-03-25 _yuuki_修正済
	06_講演1_大川_2020-03-18
	07_講演1_森_2020-03-30_yuuki_修正済
	08_講演1_藤本_2020-03-1_藤本確認
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